第105回全国高等学校サッカー選手権大会
富山県大会 実施要項
(公社) 富山県サッカー協会　会長　山本　和成
富山県高等学校体育連盟サッカー専門部　部長　角間　栄作
	1. 主催
	(公社) 富山県サッカー協会　富山県高等学校体育連盟　北日本放送

	2. 共催
	富山県教育委員会

	3. 後援
	北日本新聞社　読売新聞社　高岡市教育委員会

	4. 主管
	富山県高体連サッカー専門部

	5. 協賛
	【協賛】
株式会社明治、富士フイルムビジネスイノベーション株式会社、株式会社ホットスタッフ、帝人株式会社、日本コープ共済生活協同組合連合会

【パートナー】
トヨタ自動車株式会社、株式会社ミカサ、アディダスジャパン株式会社、KDDI株式会社

	6. 期日
	令和8年
9月23日(水) 1回戦	10月24日(土) 準々決勝
9月26日(土) 2回戦	10月31日(土) 準決勝
10月18日(日) 3回戦	11月7日(土) 決勝

※9月30日(水)・10月21日(水)・28日(水)・11月1日(日)・ 11月3日(火) は予備日

	7. 会場
	富山県総合運動公園陸上競技場　高岡スポーツコアメイン・人工芝　北陸建工グループアスリートフィールド　オリバースポーツフィールド射水

	8. 参加資格
	1) 富山県高体連加盟団体および (公財) 日本サッカー協会・2種に加盟登録した団体・選手であること。
2) 2007年4月2日以降に生まれたものに限る。ただし、同一学年の出場は1回限りとする。
3) 全日制・定時制・通信制課程の生徒の混合チームは認めない。
4) 統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。また、部員不足に伴う複数合同チームの参加については各都道府県高体連が承認している場合は大会参加を認める。
5) ① 転校後6ヶ月未満の者は参加を認めない。但し、一家転住等やむを得ない場合は、各都道府県高等学校体育連盟会長の認可があればこの限りではない。(外国人留学生もこれに準ずる)
   ② 転校の有無にかかわらず、他の連盟から高等学校体育連盟加盟チームへ移籍する場合は、上記5) ①に準じるものとする。ただし、この規定5) ②の適用は当該年度内に限るものとする。
   [補足事項]
   ①の移籍とは登録変更 (抹消→新規登録)を指す。適用例をいかに示す。
   例1. 当該年度内に登録変更を完了した場合 → 登録変更後、6ヶ月間は試合に出場できない。ただし年度を越えて適用しない。
   例2. 当該年度末に継続登録をせず登録を抹消した場合 → 次年度に新規登録後すぐに出場できる。
6) 参加する選手は予め健康診断を受け、在校する学校長の承認を必要とする。
7) 外国人選手のエントリーは4名以内とし、そのうち2名までを出場させることができる。

	9. 競技方法
	1) トーナメント方式とする。
2) 試合時間は、80分間とする。80分の試合時間において勝敗の決しない時は、20分間の延長を行い、なお決しない時はPK方式により次回に進出するチーム及び優勝校を決定する。

	10. 競技規則
	1) サッカー競技規則2026/27 (公財) 日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則」による。なお、今大会は「キャプテンオンリー」のガイドラインを適用する。
2) ① 試合開始前に9名の交代要員の氏名を主審に通告しておき、そのうち5名まで主審の許可を得て交代することができる。
   ② 試合前のウォーミングアップ等で負傷等が発生した場合、試合開始前ならば大会派遣医師等の判断によりスターティングメンバーを交代要員と変更できる。また負傷等で欠場となる選手の代わりに、大会申し込みを行った選手の中から交代要員を補充することができる。
3) ① 交代回数は3回までとする。(1回に複数人交代することは可能)
      ※両チームが同時に交代を行った場合は、両チームが交代の回数を使ったとカウントする。
      ※同一の競技の停止中にチームが複数の交代(および交代の要求) を行った場合、1回の交代回数を使ったとカウントする。
   ② 脳震盪の疑いがある場合は、脳震盪による交代 (1名・1回)を使うことができる。脳震盪による交代は、通常の交代に含まれない。(ただし、通常の交代と脳震盪による交代を同時に行った場合は、通常の交代と脳震盪による交代をそれぞれ1回使ったとカウントする。)
   ③ 脳震盪による交代を使った場合、相手チームに脳震盪による追加の交代(1名・1回)を使う権利が与えられる。脳震盪による追加の交代は通常の交代に含まない。(ただし、通常の交代と脳震盪による追加の交代を同時に行った場合は、通常の交代と脳震盪による追加の交代をそれぞれ1回使ったとカウントする。)
   ④ 延長戦に入った場合は、チームが最大の交代要員数または交代回数を使わなかった場合、使わなかった交代要員数および交代回数は、延長戦で使うことができる。
   ⑤ 延長戦に入った場合、もう1名の交代要員を使うことができる。また、各チームに1回の追加の交代回数が与えられる。
   ⑥ ハーフタイム、後半終了と延長戦の間、延長戦のハーフタイムの交代は、交代回数にカウントしない。
4) 本大会において退場を命じられた選手は、次の1試合に出場できず、それ以降の処置については大会規律委員会で決定する。
5) 本大会期間中、警告を2回受けた者は、次の1試合に出場できない。

	11. 参加申込
	1) 締切期日：令和8年 9月3日(木) 正午必着
2) 申込先：〒939-8191　富山県富山市布市98
富山南高等学校　教諭　竹本　圭介
TEL：076-429-1822
3) 申込方法：別紙参加申込書にデータ入力シートを記入し、下記宛に電子データで送る。その際、必ず“○○高校メンバー表”としてタイトルをつけて送付する。尚、押印したものについては代表者会議の折に提出する。
   E-mail: takemoto-keisuke@ed.pref.toyama.jp

	12. 参加料等
	32,000円　
（1チーム 参加料18,000円 、プログラム代10,000円、ボール代4,000円）
納入期日　令和8年9月4日（金）１７：００
　　　　　指定口座へ振込にて納入すること。
振込名義は高校名が分かるようにすること。（「〇〇コウコウ」
など）手数料は各チームで負担すること。
　　　　　指定口座　北陸銀行　五福支店　普通　５０１９７００
　　　　　（トヤマケンコウタイレンサッカーセンモンブ　センシュケン）

	13. 選手の登録変更
	原則、参加申込書送付以降の選手の登録変更は認めない。

	14. 表彰
	優勝以下第3位まで表彰する。

	15. 資格
	優勝校は第105回全国高等学校サッカー選手権大会の出場権を得る。

	16. その他
	1) ユニフォームは (公財) 日本サッカー協会 「ユニフォーム規程」に基づいたものを、正の他に副として正と異なる色のユニフォームを携行すること。
2) 審判と同一色または類似色のユニフォームの上着を用いることはできない。ゴールキーパーも同様である。
3) 背番号は必ず参加申込書に登録された選手固有の番号をつけること。なお、背番号は1番から30番までの通し番号とする。(副のユニフォームについても同様である。)また、上着が縞の場合は白布地に背番号をつけ分かりやすくすること。
4) 参加資格に違反し、そのほか不都合な行為のあった時は、そのチームの出場を停止する。
5) 締切日までに参加申し込みがない場合は、不参加とみなす。

	17. 代表者会議
	1) 期日：9月9日(水) 14時00分～
2) 場所：富山県総合運動公園陸上競技場 会議室1-A B
3) 代表者会議に出席できない場合は、必ず代理の人が出席すること。

	18. 連絡事項
	1)準決勝より選手登録一覧(写真添付)の確認を行う。試合開始70分前に各
競技会場の本部のチェックを受けること。
2)プログラムについて
①チーム写真データを神島印刷に提出する。
提出先　E-mail：kami.pt@sirius.ocn.ne.jp
　②事前に追加購入希望があれば下記のアドレスに連絡する。（各チーム20
部配布予定）
提出先：　プログラム担当　高岡工芸　山内　重孝
　　　　　E-mail：yamauchi-shigenori@ed.pref.toyama.jp
· ①②期日：9月4日(金)正午

	19. 付則
	1) 参加選手は20名であるが、参加申し込みの時点で30名を登録しその中から毎試合20名が試合にエントリーできる。
2) 合同チームでの参加を希望する場合は所定の手続きを経て専門部に申し出ること。



